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一
、
は
じ
め
に

　
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』、
風
土
記
、『
万
葉
集
』
と
い
う
上
代
文

献
で
蝦
夷
を
探
し
た
場
合
、『
日
本
書
紀
』
に
は
お
よ
そ
八
〇
例
が
見
出

せ
る
。
そ
の
ほ
か
は
『
古
事
記
』、『
常
陸
国
風
土
記
』
逸
文
、『
陸
奥
国

風
土
記
』
逸
文
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
見
出
せ
る
が
、
こ
れ
ら
は
征
討
対
象
と

し
て
簡
潔
に
触
れ
る
の
み
で
あ
る
。
蝦
夷
へ
の
言
及
は
、
上
代
文
献
に
お

い
て『
日
本
書
紀
』を
際
立
た
せ
る
要
素
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
蝦
夷
と
は
「
其
東
夷
之
中
、
蝦
夷
是
尤
強
焉
。」（
景
行
紀

『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
蝦
夷
の
考
察

─
景
行
紀
の
神
話
的
背
景
─

井
上
隼
人

四
十
年
七
月
）
と
い
う
表
現
が
示
す
よ
う
に
、
大
和
政
権
の
秩
序
の
外
に

あ
っ
た
東
国
の
人
々
を
指
し
た
表
現
で
あ
り
、
華
夷
思
想
を
具
現
化
す
る

た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
観
念
上
の
身
分
集
団
で
あ
る（
１
）。
す
で
に
多
く
の
指

摘
が
あ
る
よ
う
に
、
記
さ
れ
て
い
る
内
容
が
あ
り
の
ま
ま
の
実
態
を
示
す

と
は
考
え
が
た
く
、
歴
史
学
的
考
察
の
対
象
と
す
る
に
は
史
料
批
判
が
不

可
欠
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
一
方
で
、
蝦
夷
に
対
す
る
表
現
が
『
日
本
書
紀
』
に
も
た
ら
す

意
味
を
考
え
る
と
い
う
作
品
論
的
立
場
か
ら
の
考
察
も
あ
り
得
る
の
で
は

な
い
か
。
た
と
え
ば
『
古
事
記
』
に
お
け
る
蝦
夷
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
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１�
．
自
レ

其
入
幸
、
悉
言
二

向
荒
夫
琉
蝦
夷
等
一

、
亦
、
平
二

和
山
河
荒

神
等
一

而
、
…�

（
景
行
記
）

　

右
で
注
目
し
た
い
の
は
、
蝦
夷
が
言
向
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。
倉
野
憲
司
氏（
２
）は

言
向
の
多
く
が
神
を
対
象
と
す
る
点
に
注
目
し
、
言

向
と
は
本
来
荒
ぶ
る
神
を
対
象
と
す
る
宗
教
的
行
為
で
あ
り
、
右
は
そ
の

本
来
的
な
意
義
が
時
代
の
変
遷
に
と
も
な
っ
て
薄
れ
た
例
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
右
の
例
外
的
な
用
法
は
む
し
ろ
、
蝦
夷
の
特
殊
性
を
表

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
倭
建
命
は
神
と
も
人
と
も
つ
か
な

い
異
質
な
相
手
と
戦
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（
３
）。

化
外
の
地
に

住
ま
う
人
々
を
『
古
事
記
』
が
ど
の
よ
う
に
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の

か
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
例
で
あ
る
が
、
記
述
が
あ
ま
り
に
少
な

く
、
右
以
上
に
具
体
的
な
考
察
は
容
易
に
加
え
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

　

一
方
、『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
蝦
夷
は
『
古
事
記
』
に
比
べ
て
遙
か

に
豊
富
な
描
写
を
持
っ
て
い
る
。
歴
史
的
実
態
と
か
け
離
れ
て
い
る
と
は

言
え
、
そ
れ
ら
の
表
現
が
選
び
取
ら
れ
た
理
由
や
も
た
ら
す
意
義
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
は
、充
分
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。以
下
本
稿
で
は
、

特
に
景
行
紀
の
蝦
夷
関
連
記
事
を
対
象
に
、
蝦
夷
征
討
が
負
う
テ
ー
マ
と

神
話
的
背
景
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

二
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
蝦
夷
の
分
布
と
文
飾

　

考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
蝦
夷
の

用
例
を
概
観
し
て
お
く
。
登
場
す
る
巻
と
用
例
数
を
併
せ
て
掲
げ
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

巻
三
・
神
武
紀
…
一
例　

※
唯
一
の
仮
名
書
き
例
（
紀
十
一
番
歌
謡
）。

巻
七
・
景
行
紀
…
十
四
例

巻
十
・
応
神
紀
…
二
例

巻
十
一
・
仁
徳
紀
…
四
例

巻
十
四
・
雄
略
紀
…
三
例

巻
十
五
・
清
寧
紀
…
一
例

巻
十
九
・
欽
明
紀
…
一
例

巻
二
十
・
敏
達
紀
…
三
例

巻
二
十
一
・
崇
峻
紀
…
一
例

巻
二
十
三
・
舒
明
紀
…
五
例

巻
二
十
四
・
皇
極
紀
…
三
例

巻
二
十
五
・
孝
徳
紀
…
三
例

巻
二
十
六
・
斉
明
紀
…
三
十
二
例

巻
二
十
七
・
天
智
紀
…
二
例
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巻
二
十
九
・
天
武
紀
（
下
）
…
二
例

巻
三
十
・
持
統
紀
…
七
例

　

右
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
蝦
夷
は
全
三
十
巻
の
う
ち
十
六
巻
に

登
場
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
用
例
の
半
数
が
景
行
紀
・
斉
明
紀
に
集
中

し
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
早
く
は
津

田
左
右
吉
氏（
４
）が
景
行
紀
の
検
討
を
も
と
に
、
大
化
以
後
・
持
統
朝
以
前
と

い
う
原
史
料
の
改
変
時
期
を
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
坂
本
太
郎
氏（
５
）は

、
斉

明
紀
以
前
の
蝦
夷
関
連
記
事
を
①
旧
辞
潤
色
型
、
②
氏
族
伝
承
型
、
③
造

作
型
、
④
実
録
型
と
い
う
四
つ
に
分
類
し
、
そ
の
多
く
が
史
料
と
し
て
の

信
憑
性
に
乏
し
い
こ
と
、
そ
し
て
旧
辞
の
改
変
は
大
規
模
な
蝦
夷
征
討
が

行
わ
れ
た
斉
明
朝
に
行
わ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。
両
氏
の
指
摘
は
『
日
本

書
紀
』
の
蝦
夷
関
連
記
事
に
歴
史
的
実
態
を
見
出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
示

す
と
と
も
に
、
そ
の
記
述
に
編
纂
上
の
意
図
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
『
日
本
書
紀
』
の
蝦
夷
関
連
記
事
は
、

両
氏
が
「
改
変
」「
潤
色
」
と
指
摘
す
る
要
素
に
込
め
ら
れ
た
ね
ら
い
や

意
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

　

右
の
よ
う
な
方
向
で
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
蝦
夷
の
容
姿
に
つ
い
て

述
べ
た
次
の
例
に
注
目
し
て
み
た
い
。

２�

．
二
十
七
年
春
二
月
辛
丑
朔
壬
子
、
武
内
宿
禰
自
二

東
国
一

還
之
奏

言
、
東
夷
之
中
、
有
二

日
高
見
国
一

。
其
国
人
男
女
並
①

椎
結
②

文
身
、

為
人
勇
悍
。是
総
曰
二

蝦
夷
一

。亦
土
地
沃
壌
而
曠
之
。撃
可
レ

取
也
。

�

（
景
行
紀
二
十
七
年
二
月
）

　

右
で
は
東
国
か
ら
帰
朝
し
た
武
内
宿
禰
が
、
蝦
夷
と
呼
ば
れ
る
人
々
に

つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
容
姿
の
描
写
に
あ
た
る
波
線
部
①
「
椎
結
」
は

諸
写
本
に
お
い
て
「
推3

結
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
６
）が

、
谷
川
士
清
『
日
本
書

紀
通
証（
７
）』
は
「
當
レ

作
二

椎
結
一

出
二

漢
書
西
南
夷
伝
一

註ニ

結
読
曰
レ

髻
為
レ

髻

如
二

椎ノ

形
一

也
」
と
述
べ
る
。
従
う
べ
き
校
訂
案
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
士
清
が
そ
の
根
拠
と
し
て
指
摘
す
る
『
漢
書
』

の
例
で
あ
る
。
右
で
は
顔
師
古
注
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
同
注

は
次
の
本
文
に
付
さ
れ
て
い
る
。

３�

．（
西
）〔
南
〕
夷
君
長
以
レ

十
数
、
夜
郎
最
大
。
其
西
、
靡
莫
之

属
以
レ

十
数
、滇
最
大
。自
レ

滇
以
北
、君
長
以
レ

十
数
、邛
都
最
大
。

此
皆
椎
結
、
耕
レ

田
、
有
二

邑
聚
一

。

�

（『
漢
書
』
西
南
夷
両
粤
朝
鮮
伝
）

　

右
で
記
さ
れ
る
「
椎
結
」
と
い
う
容
姿
は
「
巴
蜀
西
南
外
蛮
夷
也
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
土
地
の
も
の
で
あ
り
、
蛮
夷
の
装
い
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
河
村
秀
根
・
益
根
『
書
紀
集
解（
８
）』
は
同
じ
く
『
漢
書
』
を
引

き
「
李
陵
傳ニ

曰
胡
服
椎
結
顔
師
古
曰
結
讀テ

曰
レ

髻ト

、
一
撮ノ

之
髻
、
其
形
如
レ

椎ノ

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
後
、
陵
律
持
二

牛
酒
一

労
二

漢
使
一

、
博
飲
。

両
人
皆
胡
服
椎
結
。」（『
漢
書
』
李
広
蘇
建
伝
）
と
い
う
例
に
付
さ
れ
た
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注
で
あ
り
、
匈
奴
に
捕
ら
え
ら
れ
た
李
陵
・
衛
律
が
匈
奴
と
同
じ
格
好
を

し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。「
椎
結
」
と
は
蛮
夷
の
容
姿
と

し
て
の
意
味
合
い
を
持
つ
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
波
線
部
②

「
文
身
」に
は「
東
方
曰
レ

夷
。被
レ

髮
文
レ

身
。有
下

不
二

火
食
一

者
上

矣
。」（『
礼

記
』
王
制
）
と
い
う
例
が
あ
る
。
２
に
お
け
る
蝦
夷
の
描
写
は
、
華
夷
思

想
を
具
現
化
す
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
蝦
夷
に
対
す
る
意
義
づ
け
は
、
次
の
例
に
も
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

４�

．
則
天
皇
持
二

斧
鉞
一

、
以
授
二

日
本
武
尊
一

曰
、
朕
聞
、
其
東
夷
也

識
性
暴
強
、
凌
犯
為
レ

宗
。
村
之
無
レ

長
、
邑
之
勿
レ

首
。
各
貪
二

封

堺
一

並
相
盗
略
。
亦
山
有
二

邪
神
一

、
郊
有
二

姦
鬼
一

。
遮
レ

衢
塞
レ

径
、

多
令
レ

苦
レ

人
。
其
東
夷
之
中
、
蝦
夷
是
尤
強
焉
。
男
女
交
居
、

①

父
子
無
レ

別
。
②

冬
則
宿
レ

穴
、
夏
則
住
レ

樔
。
衣
レ

毛
飮
レ

血
、
昆

弟
相
疑
。
登
レ

山
如
二

飛
禽
一

、
行
レ

草
如
二

走
獣
一

。
承
レ

恩
則
忘
、

見
レ

怨
必
報
。
是
以
箭
蔵
二

頭
髻
一

、
刀
佩
二

衣
中
一

、
或
聚
二

党
類
一

而
犯
二

辺
堺
一

、
或
伺
二

農
桑
一

以
略
二

人
民
一

。
撃
則
隠
レ

草
、
追
則

入
レ

山
。
故
往
古
以
来
、
未
レ

染
二

王
化
一

。�（
景
行
紀
四
十
年
七
月
）

　

右
の
波
線
部
①
に
つ
い
て
『
書
紀
集
解
』
は
「
史
記
商
君
伝ニ

曰
秦ハ

戎
翟ノ

之
教
、
父
子
無
レ

別
同メ
レ

室ヲ

而
居ス

。」
と
述
べ
て
い
る
。
商
君
が
、
自
身
が

国
政
改
革
を
行
う
以
前
の
秦
の
様
子
を
述
べ
た
表
現
で
あ
り
、
未
開
性
を

印
象
づ
け
る
た
め
の
表
現
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
。
ま
た
波
線
部
②
に
つ

い
て『
日
本
書
紀
通
証
』『
書
紀
集
解
』は
、と
も
に
次
の
例
を
指
摘
す
る
。

５�

．
昔
者
先
王
未
レ

有
二

宮
室
一

。
冬
則
居
二

営
窟
一

、
夏
則
居
二

橧
巣
一

。

未
レ

有
二

火
化
一

。
食
二

草
木
之
実
・
鳥
獣
之
肉
一

、
飲
二

其
血
一

、
茹
二

其
毛
一

。
未
レ

有
二

麻
糸
一

。
衣
二

其
羽
皮
一

。�

（『
礼
記
』
礼
運
）

　

右
例
で
は
火
を
使
わ
ず
、
野
生
さ
な
が
ら
の
衣
食
住
を
送
っ
て
い
た
時

の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
４
に
は
右
で
重
要
な
意
味
を
持
つ

火
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、『
書
紀
集
解
』
が
さ
ら
に
指
摘

す
る
「
冬
穴
夏
巣
之
時
、
茹
レ

毛
飲
レ

血
之
世
」（『
文
選
』
序
）
の
方
が
、

４
を
理
解
す
る
う
え
で
は
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
と
も
に
上
古

の
世
に
つ
い
て
述
べ
た
表
現
で
あ
り
、
蝦
夷
の
未
開
性
を
印
象
づ
け
る
た

め
の
表
現
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

右
の
よ
う
な
漢
籍
に
倣
っ
た
と
思
し
き
表
現
は
他
に
も
あ
る
が
、
注
目

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
景
行
紀
に
お
け
る
初
出
部
分
に
集
中

し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
岩
波
旧
大
系
補
注
に
は
「
こ
こ
は
書
紀
に

蝦
夷
に
関
す
る
記
事
の
初
め
て
出
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
編
者
は
後
の
記
事

へ
の
導
入
と
し
て
、と
く
に
入
念
な
紹
介
を
行
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
敏
達
紀
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
景
行
朝
の
征

討
を
先
例
と
し
て
蝦
夷
へ
の
対
応
を
定
め
る
箇
所
が
あ
る
。

６�

．
惟
、
儞
蝦
夷
者
大
足
彦
天
皇
之
世
、
合
レ

殺
者
斬
、
応
レ

原
者
赦
。
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今
朕
遵
二

彼
前
例
一

、
欲
レ

誅
二

元
悪
一

。�

（
敏
達
紀
十
年
二
月
）

　

右
の
よ
う
な
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
景
行
紀
の
蝦
夷
関
連
記
事
が
『
日

本
書
紀
』
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
規
範
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
導
入
と
し
て
の
念
入
り
な
紹
介
と
い
う
観
点
は
、
従
う
べ
き
見
方

で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
景
行
紀
の
蝦
夷
関
連
記
事
が
持
つ
文
脈
上
の
対
応
は
右
だ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
は
４
二
重
線
部
に
見
る
よ
う
に
、
蝦
夷
は
「
邪
神
」「
姦

鬼
」
と
並
ん
で
征
討
対
象
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
特
に
「
邪
神
」
は

他
に
葦
原
中
国
平
定
に
し
か
用
例
が
な
く
、
日
本
武
尊
に
よ
る
蝦
夷
征
討

は
葦
原
中
国
平
定
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

蝦
夷
の
位
置
づ
け
は
、
右
で
確
認
し
た
よ
う
な
漢
籍
に
依
拠
し
た
性
格
づ

け
と
は
異
な
っ
た
構
想
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下

節
を
改
め
て
、
さ
ら
に
考
察
を
続
け
て
み
た
い
。

三
、
蝦
夷
征
討
記
事
の
特
徴
と
史
料
性

　
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
蝦
夷
の
用
例
が
最
も
多
く
現
れ
る
の
は
征
討

記
事
で
あ
り
、
全
体
の
四
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
征
討
に
あ
た
る

人
物
を
中
心
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
日
本
武
尊
（
景
行
紀
四
十
年
是
歳
）

⑵
御
諸
別
王
（
景
行
紀
五
十
六
年
八
月
）

⑶
田
道
（
仁
徳
紀
五
十
五
年
）

⑷
吉
備
臣
尾
代
（
雄
略
紀
二
十
三
年
八
月
）

⑸
上
毛
野
君
形
名
（
舒
明
紀
九
年
是
歳
）

⑹
阿
倍
臣
（
闕
名
）（
斉
明
紀
四
年
四
月
）

⑺
阿
倍
臣
（
闕
名
）（
斉
明
紀
五
年
三
月
）

⑻
阿
倍
臣
（
闕
名
）（
斉
明
紀
六
年
三
月
）

　

右
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
記
事
の
史
料
性
に
つ
い
て
言
及
し
た

坂
本
太
郎
氏（
９
）の
説
で
あ
る
。
坂
本
氏
に
よ
れ
ば
、
⑴
以
外
は
特
定
の
氏
族

の
家
記
を
も
と
に
し
た
記
事
で
あ
り
、
⑵
⑶
⑸
は
上
毛
野
氏
、
⑷
は
吉
備

氏
、
⑹
⑺
⑻
は
阿
倍
氏
の
家
記
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
。
た
と
え
ば

⑵
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑵�

詔
二

御
諸
別
王
一

曰
、
汝
父
彦
狭
嶋
王
不
レ

得
レ

向
二

任
所
一

而
早
薨
。

故
汝
専
領
二

東
国
一

。
是
以
御
諸
別
王
承
二

天
皇
命
一

、
且
欲
レ

成
二

父

業
一

、
則
行
治
之
、
早
得
二

善
政
一

。
時
蝦
夷
騷
動
。
即
挙
レ

兵
而
撃

焉
。
時
蝦
夷
首
帥
足
振
辺
・
大
羽
振
辺
・
遠
津
闇
男
辺
等
叩
頭
而

来
之
、頓
首
受
レ

罪
、尽
献
二

其
地
一

。因
以
免
二

降
者
一

、而
誅
レ

不
レ

服
。

是
以
東
久
之
無
レ

事
焉
。
由
レ

是
其
子
孫
於
レ

今
有
二

東
国
一

。

�

（
景
行
紀
五
十
六
年
八
月
）

　

右
は
御
諸
別
王
の
子
孫
が
東
国
に
い
る
由
来
を
説
い
た
記
事
で
あ
る
。
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御
諸
別
王
は
崇
神
紀
四
十
八
年
に
活
目
尊
（
の
ち
の
垂
仁
天
皇
）
と
夢
占

で
皇
位
を
争
っ
た
豊
城
命
を
曾
祖
父
に
持
つ
人
物
で
あ
り
、豊
城
命
は「
上

毛
野
君
・
下
毛
野
君
之
始
祖
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

人
物
に
つ
い
て
記
す
右
の
話
で
は
、
蝦
夷
の
叛
乱
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い

る
も
の
の
具
体
的
な
平
定
の
場
面
の
描
写
は
な
く
、
帰
服
し
た
結
果
の
み

が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
以
後
久
し
く
東
国
は
事
な
き
を
得
た
と
記
す

点
線
部
を
参
照
す
る
な
ら
、
右
で
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
蝦
夷
平
定
に
関

わ
る
武
勇
性
で
は
な
く
、
東
国
統
治
に
関
す
る
政
治
手
腕
で
あ
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
蝦
夷
の
鎮
圧
は
、
御
諸
別
王
が
東
国

に
布
い
た
と
い
う
善
政
（
二
重
線
部
）
の
一
環
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
功
績
を
語
る
こ
と
が
、
今

東
国
に
い
る
と
い
う
子
孫
（
波
線
部
）
に
一
定
の
権
威
を
与
え
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。「
家
記
か
、
直
接
家
記
に
よ
ら
な
い
ま
で
も
、
家
記
的
な

思
想
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
」
と
す
る
坂
本
氏
の
指
摘
は
従
う
べ
き
見

方
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
⑶
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑶�

五
十
五
年
、
蝦
夷
叛
之
。
遣
二

田
道
一

令
レ

撃
。
則
為
二

蝦
夷
一

所
レ

敗
、

以
死
二

于
伊
寺
水
門
一

。
時
有
二

従
者
一

。
取
二

得
田
道
之
手
纏
一

、

与
二

其
妻
一

。
乃
抱
二

手
纏
一

而
縊
死
。
時
人
聞
之
流
涕
矣
。
是
後
蝦

夷
亦
襲
之
略
二

人
民
一

。
因
以
掘
二

田
道
墓
一

。
則
有
二

大
蛇
一

、
発
二

瞋
目
一

自
レ

墓
出
以
咋
。
蝦
夷
悉
被
二

蛇
毒
一

、
而
多
死
亡
、
唯
一
二

人
得
レ

免
耳
。
故
時
人
云
、
田
道
雖
二

既
亡
一

、
遂
報
レ

讎
。
何
死
人

之
無
レ

知
耶
。�

（
仁
徳
紀
五
十
五
年
）

　

右
で
は
蝦
夷
の
鎮
圧
に
派
遣
さ
れ
た
田
道
（「
上
毛
野
君
祖
竹
葉
瀬
」

の
弟
）
が
敗
死
し
、
そ
の
妻
も
後
を
追
っ
て
縊
死
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
後
に
再
び
人
民
の
略
奪
を
行
っ
た
蝦
夷
が
田
道
の
墓
を
暴
い
た
と

こ
ろ
大
蛇
が
現
れ
て
食
ら
い
つ
き
、
毒
に
よ
っ
て
大
多
数
が
死
亡
し
た
と

い
う
。
死
し
て
な
お
蝦
夷
を
滅
ぼ
し
、
仇
を
報
い
た
田
道
を
讃
え
る
内
容

で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
が
、
坂
本
氏
は
前
後
の
脈
絡
な
く
唐
突
に
蝦
夷
に

つ
い
て
語
る
こ
の
記
事
は
上
毛
野
氏
の
「
家
に
伝
え
た
口
碑
」
を
も
と
に

し
て
い
る
と
い
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
祖
先
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
で

自
ら
の
出
自
に
一
定
の
権
威
を
持
た
せ
る
こ
と
は
氏
族
伝
承
の
在
り
方
と

し
て
充
分
想
定
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
従
う
べ
き
見
方
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
蝦
夷
征
討
を
通
じ
て
特
定
の
人
物
を
讃
え
る
と
い
う
構
成
は
、
次
の
話

に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑸�

是
歳
、
蝦
夷
叛
以
不
レ

朝
。
即
拝
二

大
仁
上
毛
野
君
形
名
一

、
為
二

将

軍
一

令
レ

討
。
還
為
二

蝦
夷
一

見
レ

敗
、
而
走
入
レ

塁
、
遂
為
レ

賊
所
レ

囲
。

軍
衆
悉
漏
城
空
之
、
将
軍
迷
不
レ

知
レ

所
レ

如
。
時
日
暮
、
踰
レ

垣

欲
レ

逃
。
爰
方
名
君
妻
歎
曰
、
慷
哉
、
為
二

蝦
夷
一

将
レ

見
レ

殺
。
則

謂
レ

夫
曰
、
汝
祖
等
渡
二

蒼
海
一

、
跨
二

万
里
一

、
平
二

水
表
政
一

、
以
二
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威
武
一

伝
二

於
後
葉
一

。
今
汝
頓
屈
二

先
祖
之
名
一

、
必
為
二

後
世
一

見
レ

嗤
。乃
酌
レ

酒
、強
之
令
レ

飲
レ

夫
、而
親
佩
二

夫
之
剣
一

、張
二

十
弓
一

、

令
二

女
人
数
十
一

俾
レ

鳴
レ

弦
。
既
而
夫
更
起
之
、
取
レ

仗
而
進
之
。

蝦
夷
以
為
、
軍
衆
猶
多
、
而
稍
引
退
之
。
於
レ

是
散
卒
更
聚
、
亦

振
旅
焉
。
撃
二

蝦
夷
一

大
敗
、
以
悉
虜
。�

（
舒
明
紀
九
年
是
歳
）

　

右
で
は
蝦
夷
討
伐
に
派
遣
さ
れ
た
上
毛
野
君
形
名
が
敗
走
し
、
途
方
に

暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
形
名
の
妻
が
剣
を
取
っ
て
弦
打
を
し
、
夫
を
鼓
舞

し
て
蝦
夷
を
打
ち
破
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
形
名
の
妻
の
女
傑
ぶ

り
を
記
す
話
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
掲
し
た
⑵
⑶
も
含
め
記

事
中
に
登
場
す
る
蝦
夷
に
ほ
と
ん
ど
具
体
的
な
記
述
が
見
ら
れ
な
い
点
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
多
少
の
相
違
は
あ
る
に
せ
よ
、
吉
備
臣
尾

代
の
奮
戦
を
伝
え
る
⑷
に
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
三
度
に
わ
た
る
阿
倍

氏
の
征
討
を
記
す
⑹
⑺
⑻
に
関
し
て
も
、
熊
谷
公
男
氏（

（1
（

は
「
記
事
の
日
時

が
月
に
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
書
き
出
し
の
一
文
が
同
じ
形
式
を
と
っ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
阿
倍
臣
が
闕
名
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う

共
通
点
を
指
摘
し
、「
内
容
的
に
は
、
多
数
の
船
師
を
動
員
し
た
と
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
条
も
阿
倍
臣
個
人
の
行
動
の
み
が
際

立
っ
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
阿
倍
氏
の
家
記
と
見
る
坂
本

氏
の
説
の
妥
当
性
を
確
か
め
て
い
る
。
つ
ま
り
坂
本
氏
が
氏
族
伝
承
型
に

分
類
し
た
記
事
は
い
ず
れ
も
蝦
夷
よ
り
蝦
夷
征
討
に
あ
た
っ
た
人
物
の
描

出
に
筆
が
費
や
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
蝦
夷
そ
の
も
の
に

つ
い
て
客
観
的
に
記
し
て
い
る
と
は
見
な
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
傾
向
は
、
実
録
型
に
分
類
さ
れ
る
次
の
例
に
も
あ
て
は
ま
る
。

７�

．
天
子
問
曰
、此
等
蝦
夷
国
有
二

何
方
一

。使
人
謹
答
、国
有
二

東
北
一

。

天
子
問
曰
、
蝦
夷
幾
種
。
使
人
謹
答
、
⒜

類
有
二

三
種
一

。
遠
者
名
二

都
加
留
一

、
次
者
名
二

麁
蝦
夷
一

、
近
者
名
二

熟
蝦
夷
一

。
⒝

今
此
熟
蝦

夷
。
毎
レ

歳
入
二

貢
本
国
之
朝
一

。
天
子
問
曰
、
其
国
有
二

五
穀
一

。

使
人
謹
答
、
⒞

無
之
。
食
レ

肉
存
活
。
天
子
問
曰
、
国
有
二

屋
舍
一

。

使
人
謹
答
、
⒟

無
之
。
深
山
之
中
止
二

住
樹
本
一

。
天
子
重
曰
、
朕

見
二

蝦
夷
身
面
之
異
一

、極
理
喜
怪
。使
人
遠
来
辛
苦
。退
在
二

館
裏
一

。

後
更
相
見
。�

（
斉
明
紀
五
年
七
月
・
伊
吉
連
博
徳
書
）

　

遣
唐
使
随
行
録
と
し
て
著
名
な
右
の
記
録
に
は
、
蝦
夷
を
高
宗
に
謁
見

さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
高
宗
の
問
い
か
け
に
答
え
る
形

で
、
蝦
夷
に
関
し
て
次
の
四
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

⒜
蝦
夷
に
は
居
住
地
の
遠
近
に
応
じ
て
三
種
類
が
あ
る
こ
と
。

⒝�

熟
蝦
夷
と
呼
ば
れ
る
最
も
近
い
場
所
に
い
る
蝦
夷
は
毎
年
朝
貢
を

行
っ
て
い
る
こ
と
。

⒞
蝦
夷
の
国
に
は
五
穀
が
な
く
肉
食
を
し
て
い
る
こ
と
。

⒟
舎
屋
を
持
た
ず
深
山
の
樹
の
根
元
に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

　

右
の
う
ち
、
蝦
夷
の
生
活
に
関
す
る
⒞
⒟
は
前
節
で
触
れ
た
景
行
紀
の
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描
写
に
近
い
内
容
を
持
ち
、
事
実
と
は
異
な
る
こ
と
が
考
古
学
的
見
地
か

ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
し
て
工
藤
雅
樹
氏（

（1
（

に
よ
れ
ば
、
右
の
謁
見

の
目
的
は
、
天
皇
の
徳
を
慕
っ
て
朝
貢
し
て
く
る
夷
狄
の
存
在
を
示
す
こ

と
で
小
帝
国
と
し
て
の
姿
を
誇
示
し
、
唐
か
ら
百
済
・
新
羅
に
対
す
る
宗

主
国
の
地
位
を
承
認
し
て
も
ら
う
点
に
あ
っ
た
と
い
う
。
波
線
部
に
見
る

よ
う
に
、こ
れ
ら
は
蝦
夷
自
身
の
口
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

使
人
の
言
葉
で
あ
る
点
か
ら
も
、
蝦
夷
に
対
す
る
忠
実
な
記
録
で
あ
る
と

見
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
国
の
立
場
を
主
張
す
る
た
め

の
恣
意
的
な
意
義
づ
け
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
前
節
で
触
れ
た
景
行
紀
以
外
に
目
を
向
け
て
、『
日
本
書
紀
』

に
お
け
る
蝦
夷
関
連
記
事
を
少
し
く
見
て
き
た
。
い
ず
れ
の
記
事
も
蝦
夷

へ
の
言
及
が
あ
る
も
の
の
、
特
定
の
人
物
の
政
治
手
腕
や
武
勇
性
の
高
さ

を
描
く
、
も
し
く
は
自
国
の
立
場
を
主
張
す
る
と
い
っ
た
目
的
に
沿
っ
て

言
及
さ
れ
て
お
り
、
蝦
夷
そ
の
も
の
に
つ
い
て
客
観
的
に
記
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る

蝦
夷
の
用
例
は
、
用
例
ご
と
に
そ
の
史
料
性
や
言
及
の
意
図
を
念
頭
に
検

討
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
、
全
て
を
考
察
の
対
象
に
す
る
と
論
点
が
拡
散

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』

に
お
い
て
典
型
例
と
目
さ
れ
る
景
行
紀
の
用
例
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
を

続
け
て
み
た
い
。

四
、
景
行
紀
の
蝦
夷
征
討
の
主
題

　

景
行
紀
の
用
例
は
、
前
掲
し
た
坂
本
氏
の
論
で
は
旧
辞
潤
色
型
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
津
田
左
右
吉
氏（

（1
（

の
「
書
紀
の
此
の
物
語
が
、
古
事

記
の
準
拠
と
な
っ
た
旧
辞
が
も
と
に
な
つ
て
、
そ
れ
か
ら
発
展
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
疑
が
無
い
」「
書
紀
の
物
語
は
古
事
記
の
に
新
し
い
思

想
、
新
し
い
説
話
、
を
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
明
か
で
あ
る
」

と
い
う
見
方
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
津
田
氏
、
坂
本
氏
と
も
に
そ

の
発
展
な
い
し
附
加
は
斉
明
朝
以
降
の
現
実
の
蝦
夷
経
略
と
い
う
時
勢
が

影
響
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。
両
氏
の
推
測
は
『
日
本
書
紀
』
の
日

本
武
尊
の
東
征
が
蝦
夷
を
対
象
と
す
る
理
由
と
し
て
一
面
を
言
い
当
て
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
成
立
背
景
の
推
測
だ
け
で
は
、
表
現
の
細
部
ま

で
検
討
が
行
き
届
か
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
本
節

で
は
前
節
の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
景
行
紀
の
検
討
を
続
け
て
み

た
い
。

　

日
本
武
尊
の
東
征
を
他
の
征
討
記
事
と
比
較
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

征
討
を
担
っ
た
人
物
を
讃
え
る
の
で
は
な
く
、
天
皇
を
讃
え
る
形
を
取
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
該
当
部
分
を
次
に
示
す
。

８�

．
爰
日
本
武
尊
則
従
二

上
総
一

転
入
二

陸
奥
国
一

。
時
大
鏡
懸
二

於
王
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船
一

、
従
二

海
路
一

廻
二

於
葦
浦
一

、
横
渡
二

玉
浦
一

、
至
二

蝦
夷
境
一

。

蝦
夷
賊
首
・
嶋
津
神
・
国
津
神
等
屯
二

於
竹
水
門
一

而
欲
レ

距
。
然

遥
視
二

王
船
一

、
予
怖
二

其
威
勢
一

、
而
心
裏
知
二

之
不
一
レ

可
レ

勝
、
悉

捨
二

弓
矢
一

、
望
拝
之
曰
、
仰
視
二

君
容
一

、
秀
二

於
人
倫
一

。
若
神
之

乎
。
欲
レ

知
二

姓
名
一

。
王
対
之
曰
、
吾
是
現
人
神
之
子
也
。
於
レ

是

蝦
夷
等
悉
慄
、
則
褰
レ

裳
披
レ

浪
、
自
扶
二

王
船
一

而
著
レ

岸
。
仍
面

縛
服
罪
。
故
免
二

其
罪
一

。
因
以
俘
二

其
首
帥
一

、
而
令
二

従
身
一

也
。

�

（
景
行
紀
四
十
年
是
歳
）

　

右
の
波
線
部
で
は
日
本
武
尊
の
威
容
を
見
た
蝦
夷
た
ち
が
「
神
か
」
と

問
い
か
け
た
の
に
対
し
て
、
日
本
武
尊
は
「
現
人
神
の
子
で
あ
る
」
と
答

え
て
い
る
。
自
身
の
人
並
み
外
れ
た
威
容
の
淵
源
が
天
皇
に
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
部
分
と
読
み
取
れ
る
が
、
こ
の
発
言
は
征
討
に
出
向
く
際
の
「
今

亦
頼
二

神
祇
之
霊
一

、
借
二

天
皇
之
威
一

」（
景
行
紀
四
十
年
七
月
）
と
い
う

言
葉
と
対
応
し
て
お
り
、
文
脈
上
、
右
で
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
は
景
行
天

皇
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
前
節
で
触
れ
た
諸
例
の
よ
う
な
氏
族
伝
承
的
背

景
を
負
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
く
、
同
じ
く
蝦
夷
征
討
を
記
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
坂
本
氏
が
日
本
武
尊
の
蝦
夷
征
討
だ
け
氏
族
伝
承
型
に

分
類
し
な
か
っ
た
点
に
は
、
確
か
に
納
得
で
き
る
面
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
相
違
が
持
つ
意
味
を
考
え
る
た
め
、
東
征
の
基
点
と
な
る
景
行
天
皇
の

詔
勅
を
検
討
し
て
み
た
い
。
記
紀
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
次
に
掲
げ
る
。

９�

．
爾
、
天
皇
、
亦
、
頻
詔
二

倭
建
命
一

、
言
二

向
和
三

平
東
方
十
二
道

之
荒
夫
琉
神
及
摩
都
楼
波
奴
人
等
一

而
、
副
二

吉
備
臣
等
之
祖
、
名

御
鉏
友
耳
建
日
子
一

而
遣
之
時
、
給
二

比
比
羅
木
之
八
尋
矛
一

。

�

（
景
行
記
）

10�

．
則
天
皇
持
二

斧
鉞
一

、
以
授
二

日
本
武
尊
一

曰
、
朕
聞
、
其
東
夷
也

識
性
暴
強
、
凌
犯
為
レ

宗
。
村
之
無
レ

長
、
邑
之
勿
レ

首
。
各
貪
二

封

堺
一

並
相
盗
略
。
亦
山
有
二

邪
神
一

、
郊
有
二

姦
鬼
一

。
遮
レ

衢
塞
レ

径
、

多
令
レ

苦
レ

人
。
其
東
夷
之
中
、
蝦
夷
是
尤
強
焉
。
男
女
交
居
、
父

子
無
レ

別
。冬
則
宿
レ

穴
、夏
則
住
レ

樔
。衣
レ

毛
飮
レ

血
、昆
弟
相
疑
。

登
レ

山
如
二

飛
禽
一

、
行
レ

草
如
二

走
獣
一

。
承
レ

恩
則
忘
、
見
レ

怨
必
報
。

是
以
箭
蔵
二

頭
髻
一

、
刀
佩
二

衣
中
一

。
或
聚
二

党
類
一

而
犯
二

辺
堺
一

。

或
伺
二

農
桑
一

以
略
二

人
民
一

。
撃
則
隠
レ

草
、
追
則
入
レ

山
。
故
往
古

以
来
、
未
レ

染
二

王
化
一

。（
中
略
）
願
深
謀
遠
慮
、
探
レ

姦
伺
レ

変
、

示
之
以
レ

威
、
懐
之
以
レ

徳
、
不
レ

煩
二

兵
甲
一

、
自
令
二

臣
順
一

。
即

巧
レ

言
而
調
二

暴
神
一

、
振
レ

武
以
攘
二

姦
鬼
一

。

�

（
景
行
紀
四
十
年
七
月
）

　

右
を
比
べ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
古
事
記
』
は
東
方
十
二
道
の
荒
ぶ

る
神
・
ま
つ
ろ
わ
ぬ
人
々
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
日
本
書
紀
』

は
蝦
夷
を
主
た
る
対
象
に
据
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
は

征
討
の
目
的
お
よ
び
構
想
と
深
く
関
わ
る
だ
け
に
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
を
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問
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
古
事
記
』
の
東
征

は「
言
向
和
平
」を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
日
本
書
紀
』は
徳
に
よ
っ

て
従
え
る
点
に
主
眼
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
（
二
重
線
部
）。
同
様
の

内
容
は
日
本
武
尊
が
征
討
の
決
意
を
述
べ
た
「
往
臨
二

其
境
一

、
示
以
二

徳

教
一

、
猶
有
レ

不
レ

服
、
即
挙
レ

兵
撃
。」（
景
行
紀
四
十
年
七
月
）
と
い
う
発

言
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
続
く
蝦
夷
征
討
の
場
面
で
は
、
天
皇

の
言
葉
の
通
り
蝦
夷
た
ち
が
日
本
武
尊
の
威
容
を
見
て
畏
れ
、
武
器
を
捨

て
て
「
面
縛
服
罪
」
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
８
点
線
部
）。

つ
ま
り
天
皇
の
徳
に
よ
っ
て
従
え
る
と
い
う
構
想
は
、『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
日
本
武
尊
の
蝦
夷
征
討
を
貫
く
テ
ー
マ
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
持
つ
こ
と
を
、
一
体
ど
の
よ
う
に
意
義

づ
け
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
を
考
え
る
う
え
で
、
中
華
的
世
界
観
に
つ
い
て
論
じ
た
檀
上
寛

氏（
（1
（

の
説
に
注
目
し
た
い
。
檀
上
氏
は
、
天
下
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

天
下
の
中
心
に
は
必
ず
天
子
（
王
）
が
存
在
し
、
そ
の
威
徳
の
及

ぶ
範
囲
が
天
下
な
の
で
あ
る
、
天
下
と
天
子
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
に
あ
り
、こ
こ
が
今
日
の
世
界
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
観
念
的
に
は
、
天
下
は
天
子
の
徳
に
応
じ
て
自
由
に
伸

縮
し
、
明
確
な
境
域
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
。
天
子
の
徳
が
高

け
れ
ば
高
い
ほ
ど
天
下
は
拡
大
し
、
逆
の
場
合
は
縮
小
す
る
。
現
実

の
皇
帝
が
統
治
す
る
天
下
も
同
様
で
、
領
域
の
拡
大
お
よ
び
朝
貢
国

の
増
大
が
皇
帝
の
有
徳
の
証
と
さ
れ
、
天
下
統
治
の
正
当
性
の
根
拠

に
な
っ
た
。

　

右
の
説
に
従
え
ば
、徳
を
示
す
こ
と
で
蝦
夷
を
従
え
る
と
い
う
構
想
は
、

中
華
的
世
界
の
拡
大
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
景

行
紀
以
降
、
蝦
夷
と
の
間
に
朝
貢
関
係
が
結
ば
れ
た
こ
と
は
、
次
の
諸
例

（
波
線
部
）
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

11�

．
三
年
冬
十
月
辛
未
朔
癸
酉
、
東
蝦
夷
悉
朝
貢
。

�

（
応
神
紀
三
年
十
月
）

12
．
是
歳
、
蝦
夷
叛
以
不
レ

朝
。�

（
舒
明
紀
九
年
是
歳
）

13
．
蝦
夷
・
隼
人
率
レ

衆
内
属
、
詣
レ

闕
朝
献
。（
斉
明
紀
元
年
是
歳
）

14�

．
秋
七
月
辛
巳
朔
甲
申
、
蝦
夷
二
百
餘
（
マ
マ
）詣

レ

闕
朝
献
。
饗
賜
贍
給
。

有
レ

加
二

於
常
一

。�

（
斉
明
紀
四
年
七
月
）

15�

．
今
此
熟
蝦
夷
。
毎
レ

歳
入
二

貢
本
国
之
朝
一

。

�

（
斉
明
紀
五
年
七
月
・
伊
吉
連
博
徳
書
）

　

こ
れ
ら
を
参
照
す
れ
ば
、
景
行
紀
の
蝦
夷
征
討
は
檀
上
氏
が
説
く
「
朝

貢
国
の
増
大
」
に
あ
た
り
、
天
皇
の
「
有
徳
の
証
」
を
語
る
例
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
。景
行
紀
が
東
征
を
通
じ
て
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

有
徳
の
天
皇
像
に
他
な
ら
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
氏
族
伝
承
的
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背
景
が
想
定
し
に
く
い
だ
け
に
、
右
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
に
至
っ
た
理

由
に
は
、
編
纂
段
階
に
お
け
る
主
題
化
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

松
倉
文
比
古
氏（

（1
（

に
よ
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
構
想
の
背
景
に
は
天
照
大
神

の
神
威
に
よ
る
版
図
の
拡
大
を
説
く
意
図
が
見
出
せ
る
と
い
う
。
天
皇
の

徳
治
の
根
源
に
神
話
的
背
景
を
指
摘
し
た
説
で
あ
り
、
従
う
べ
き
視
点
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
景
行
紀
（
特
に
蝦
夷
征
討
）
の
負
う
神
話

的
背
景
は
、
天
照
大
神
と
の
関
わ
り
に
の
み
帰
す
る
べ
き
だ
と
は
思
わ
れ

な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
蝦
夷
征
討
に
は
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
出
せ
る

か
ら
で
あ
る
。

４�

．
則
天
皇
持
二

斧
鉞
一

、
以
授
二

日
本
武
尊
一

曰
、
朕
聞
、
其
東
夷
也

識
性
暴
強
、
凌
犯
為
レ

宗
。
村
之
無
レ

長
、
邑
之
勿
レ

首
。
各
貪
二

封

堺
一

並
相
盗
略
。
亦
山
有
二

邪
神
一

、
郊
有
二

姦
鬼
一

。
遮
レ

衢
塞
レ

径
、

多
令
レ

苦
レ

人
。
其
東
夷
之
中
、
蝦
夷
是
尤
強
焉
。

�

（
景
行
紀
四
十
年
七
月
）

　

右
で
注
目
し
た
い
の
は
、
蝦
夷
が
「
邪
神
」「
姦
鬼
」
と
並
ん
で
征
討

対
象
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
「
邪
神
」
は
他
に
神
代
紀
第
九
段
本
書
（
葦
原
中
国
平
定
）
に
見

出
せ
る
の
み
で
あ
る
。
無
論
、
数
少
な
い
語
句
が
共
通
す
る
か
ら
と
言
っ

て
葦
原
中
国
平
定
と
景
行
紀
の
蝦
夷
征
討
を
同
列
に
捉
え
る
こ
と
に
は
、

慎
重
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
に
４
に
お
け
る
「
邪
神
」
は
景
行
天
皇

の
詔
勅
末
尾
に
お
い
て
「
巧
レ

言
而
調
二

暴
神
一

」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
言
い
換
え
は
、
単
な
る
避
板
法
で
あ
る
と
は
言
い

難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
蝦
夷
関
連
記
事
に
は
、
次
の

よ
う
な
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

16�

．
於
レ

是
綾
糟
等
懼
然
恐
懼
、
乃
下
二

泊
瀬
中
流
一

、
面
二

三
諸
岳
一

、

歃
レ

水
而
盟
曰
、
臣
等
蝦
夷
自
レ

今
以
後
、
子
々
孫
古々
語
云
二

生
児

八
十
綿
連
一

。

用
二

清
明
心
一

、
事
二

奉
天
闕
一

。
臣
等
若
違
レ

盟
者
、
天
地
諸
神
及
天
皇

霊
、
絶
二

滅
臣
種
一

矣
。�

（
敏
達
紀
十
年
二
月
）

　

右
は
辺
境
へ
の
侵
攻
を
咎
め
ら
れ
た
蝦
夷
の
魁
帥
綾
糟
ら
が
、
末
代
ま

で
朝
廷
に
仕
え
る
こ
と
を
誓
っ
た
例
で
あ
る（

（1
（

。
区
分
論
で
言
え
ば
16
は
α

群
に
該
当
し
、
β
群
に
該
当
す
る
景
行
紀
と
は
異
な
る
編
纂
事
情
を
持
つ

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
惟
、
儞
蝦
夷
者
大
足
彦
天
皇
之
世
、
合
レ

殺

者
斬
、
応
レ

原
者
赦
。
今
朕
遵
二

彼
前
例
一

、
欲
レ

誅
二

元
悪
一

。」（
敏
達
紀
十

年
二
月
）
と
い
う
詔
勅
に
続
い
て
記
さ
れ
る
16
に
景
行
紀
と
の
つ
な
が
り

を
想
定
す
る
こ
と
は
、
強
ち
無
理
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
両
者
は
関

わ
る
と
い
う
立
場
で
考
察
を
続
け
る
が
、
右
で
注
目
し
た
い
の
は
、
綾
糟

ら
の
誓
約
が
「
三
諸
岳
」（
二
重
線
部
）
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
な
ぜ
「
三
諸
岳
」、
す
な
わ
ち
三
輪
山
が
蝦
夷
の
誓
約
の
対
象
に

な
る
の
か
を
考
え
る
と
き
、次
の
例
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
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17�
．
四
十
八
年
春
正
月
己
卯
朔
戊
子
、
天
皇
勅
二

豊
城
命
・
活
目
尊
一

曰
、
汝
等
二
子
慈
愛
共
斉
。
不
レ

知
、
曷
為
レ

嗣
。
各
宜
レ

夢
。
朕

以
レ

夢
占
之
。
二
皇
子
於
レ

是
被
レ

命
、
浄
沐
而
祈
寐
、
各
得
レ

夢
也
。

会
明
、
兄
豊
城
命
以
二

夢
辞
一

奏
二

于
天
皇
一

曰
、
自
登
二

御
諸

山
一

向
レ

東
、而
八
廻
弄
槍
八
廻
撃
刀
。弟
活
目
尊
以
二

夢
辞
一

奏
言
、

自
登
二

御
諸
山
之
嶺
一

、
縄
絙
二

四
方
一

、
逐
二

食
レ

粟
雀
一

。
則
天
皇

相
夢
、
謂
二

二
子
一

曰
、
兄
則
一
片
向
レ

東
。
当
レ

治
二

東
国
一

。
弟
是

悉
臨
二

四
方
一

。
宜
レ

継
二

朕
位
一

。�
（
崇
神
紀
四
十
八
年
正
月
）

　

右
は
崇
神
天
皇
が
後
嗣
を
決
め
る
た
め
、
豊
城
命
・
活
目
尊
の
兄
弟
に

夢
占
を
行
わ
せ
た
例
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
夢
の
中
で
「
御
諸
山
」（
傍

線
部
）
に
登
り
、
東
方
に
向
か
っ
て
槍
や
刀
を
振
る
っ
た
豊
城
命
は
東
国

の
統
治
を
担
い
、
縄
を
四
方
に
め
ぐ
ら
し
て
粟
を
食
む
雀
を
追
い
払
っ
た

活
目
尊
は
皇
位
を
継
承
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
17
に
は
、
東
国
統
治
の

基
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
皇
位
継
承
の
舞
台
と
し
て
の
三
輪
山
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
東
国
の
住
人
た
る
蝦
夷
が
「
天
地
諸
神
及
天
皇
霊
」
に

よ
る
一
族
根
絶
と
い
う
罰
を
自
ら
に
課
し
て
恭
順
を
誓
う
16
に
、
通
じ
る

性
格
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
三
輪
山
と
言
え
ば
大
物
主
神
の
鎮
座
す
る
場

所
で
あ
り
、
岩
波
旧
大
系
は
「
綾
糟
ら
は
三
輪
大
神
に
対
し
て
誓
っ
た
の

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
三
輪
山
が
東
国
統
治
と
の
関
わ
り
を
持
つ
理

由
に
は
、
大
物
主
神
（
三
輪
大
神
）
の
存
在
が
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
を
『
日
本
書
紀
』
の
作
品
論
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
追
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
節
を
改
め
て
、
検
討
を
続
け
て
み
た
い
。

五
、
蝦
夷
征
討
が
負
う
神
話
的
背
景
の
変
遷

　

前
節
で
は
東
国
統
治
お
よ
び
皇
位
継
承
と
関
わ
る
三
輪
山
の
例
を
確
認

し
た
。
こ
の
点
を
大
物
主
神
を
中
心
に
捉
え
直
し
た
場
合
、
注
目
さ
れ
る

の
は
、
神
代
紀
の
用
例
は
す
べ
て
西
條
勉
氏（

（1
（

の
言
う
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
に

属
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
は
す
で
に
青
木
周
平
氏（

（1
（

に
よ
る
指

摘
が
あ
る
も
の
の
、
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
て
具
体
的
に
述
べ
る
た
め
、
次

に
用
例
を
掲
げ
て
み
た
い
。

18�

．一
書
曰
、大
国
主
神
、亦
名
二

大
物
主
神
一

、亦
号
二

作
大
己
貴
命
一

、

亦
曰
二

葦
原
醜
男
一

、
亦
曰
二

八
千
戈
神
一

、
亦
曰
二

大
国
玉
神
一

、
亦

曰
顕
国
玉
神
一

。�

（
神
代
上
・
第
八
段
一
書
第
六
）

19�

．
大
己
貴
神
曰
、
唯
然
。
廼
知
、
汝
是
吾
之
幸
魂
・
奇
魂
。
今

欲
二

何
処
住
一

耶
。
対
曰
、
吾
欲
レ

住
二

於
日
本
国
之
三
諸
山
一

。
故

即
営
二

宮
彼
処
一

、
使
二

就
而
居
一

。
此
大
三
輪
之
神
也
。
此
神
之
子

即
甘
茂
君
等
・
大
三
輪
君
等
、
又
姫
蹈
韛
五
十
鈴
姫
命
。
又
曰
、

事
代
主
神
、
化
二

爲
八
尋
熊
鰐
一

、
通
二

三
嶋
溝
樴
姫
一

、
或
云
、
玉

櫛
姫
、
而
生
二

児
姫
蹈
韛
五
十
鈴
姫
命
一

。
是
為
二

神
日
本
磐
余
彦
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火
火
出
見
天
皇
之
后
一

也
。�

（
神
代
上
・
第
八
段
一
書
第
六
）

20�
．
故
経
津
主
神
以
二

岐
神
一

為
二

郷
導
一

、
周
流
削
平
。
有
二

逆
命
者
一

即
加
斬
戮
、
帰
順
者
仍
加
褒
美
。
是
時
、
帰
順
之
首
渠
者
、
大
物

主
神
及
事
代
主
神
。
及
合
二

八
十
万
神
於
天
高
市
一

、
帥
以
昇
レ

天
、

陳
二

其
誠
款
之
至
一

。
時
高
皇
産
霊
尊
勅
二

大
物
主
神
一

、
汝
若
以
二

国
神
一

為
レ

妻
、
吾
猶
謂
三

汝
有
二

疏
心
一

。
故
今
以
二

吾
女
三
穂
津

姫
一

配
レ

汝
為
レ

妻
。
宜
下

領
二

八
十
万
神
一

、
永
為
二

皇
孫
一 

奉
上
レ

護
、
乃
使
二

還
降
一

之
。�

（
神
代
下
・
第
九
段
一
書
第
二
）

　

右
に
つ
い
て
論
じ
る
う
え
で
お
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
葦
原
中
国

平
定
か
ら
天
孫
降
臨
を
説
く
第
九
段
の
本
文
は
、
天
孫
降
臨
を
主
導
す
る

司
令
神
に
よ
っ
て
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
高

皇
産
霊
尊
を
司
令
神
と
す
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
（
本
書
、
一
書
第
四
、一

書
第
六
）
と
、
天
照
大
神
を
司
令
神
と
す
る
ア
マ
テ
ラ
ス
系
（
一
書
第
一
、

一
書
第
二
）
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
天
孫
降
臨
前
の
葦
原
中
国
の
様
子
を

ど
う
表
現
す
る
か
と
い
う
点
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
前
者
は
草
木

が
も
の
言
う
様
を
記
す
の
に
対
し
、
後
者
は
ざ
わ
ざ
わ
と
音
の
す
る
様
を

記
す
と
い
う
相
違
が
あ
る（

（1
（

。

　

右
の
よ
う
な
区
分
を
念
頭
に
先
掲
本
文
を
見
た
場
合
、「
夫
葦
原
中
国
、

本
自
荒
芒
。
至
二

及
磐
石
・
草
木
一

咸
能
強
暴
。」（
第
八
段
一
書
第
六
）
と

草
木
へ
の
言
及
が
あ
る
18　
19
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
へ
連
な
る
所
伝
で
あ

る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
20
は
、
降
臨
の
場
面
に
注
目
す
る
と
ア
マ

テ
ラ
ス
系
に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
、
国
譲
り
の
場
面
で
は
高
皇
産
霊
尊
が

司
令
神
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
中
村
啓
信
氏（

（2
（

は
「
高
皇
産
霊
尊

の
神
話
の
中
に
天
照
大
神
の
神
話
が
挿
入
の
形
で
組
み
込
ま
れ
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
。
大
物
主
神
に
関
し
て
言
え
ば
、
や
り
取
り
が
記
さ
れ
る
の

は
高
皇
産
霊
尊
の
み
で
あ
り
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
に
属
す
る
と
見
て
問
題

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
大
物
主
神
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
の
神
話
に
属
す
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
注
目
し
た
い
の
は
、
景
行
紀
に
は
日

本
武
尊
が
捕
虜
と
し
た
蝦
夷
を
御
諸
山
の
ほ
と
り
に
置
く
描
写
が
見
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
該
当
例
を
次
に
掲
げ
る
。

21�

．
於
レ

是
所
レ

献
二

神
宮
一

蝦
夷
等
昼
夜
喧
譁
、
出
入
無
レ

礼
。
時
倭

姫
命
曰
、是
蝦
夷
等
不
レ

可
レ

近
二

就
於
神
宮
一

。則
進
二

上
於
朝
庭
一

。

仍
令
レ

安
二

置
御
諸
山
傍
。
未
レ

経
二

幾
時
一

、
悉
伐
二

神
山
樹
一

、
叫
二

呼
隣
里
一

、
而
脅
二

人
民
一

。
天
皇
聞
之
、
詔
二

群
卿
一

曰
、
其
置
二

神

山
傍
一

之
蝦
夷
是
本
有
二

獣
心
一

、難
レ

住
二

中
国
一

。故
随
二

其
情
願
一

、

令
レ

班
二

邦
畿
之
外
一

。
是
今
播
磨
・
讚
岐
・
伊
勢
・
安
芸
・
阿
波

凡
五
国
佐
伯
部
之
祖
也
。�

（
景
行
紀
五
十
一
年
八
月
）

　

波
線
部
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
の
は
、
御
諸
山
に
前
掲
17
の
よ
う

な
東
国
統
治
の
権
能
が
期
待
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
御
諸
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山
が
そ
の
よ
う
な
権
能
を
担
う
の
は
、
20
に
見
る
よ
う
に
、
大
物
主
神
に

八
十
万
神
の
首
長
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

「
帰
順
之
首
渠
者
」（
二
重
線
部
）
と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
な
ら
、
そ

の
首
長
と
し
て
の
役
割
は
、
本
来
皇
孫
に
付
き
従
っ
て
い
な
か
っ
た
神
々

の
統
率
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
蝦
夷
が
独
自
の
神
を
祭
っ
て
い
た

ら
し
き
こ
と
は
次
の
用
例
（
波
線
部
）
が
示
し
て
お
り
、
大
物
主
神
が
東

国
統
治
に
神
威
を
発
揮
す
る
理
由
は
、
こ
の
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

22�

．
齶
田
蝦
夷
恩
荷
進
而
誓
曰
、
不
下

為
二

官
軍
一

故
持
中

弓
矢
上

。
但

奴
等
性
食
レ

肉
故
持
。
若
為
二

官
軍
一

、
以
儲
二

弓
矢
一

、
齶
田
浦
神

知
矣
。
将
二

清
白
心
一

仕
二

官
朝
一

矣
。�

（
斉
明
紀
四
年
四
月
）

23�

．
阿
倍
臣
簡
二

集
飽
田
・
渟
代
二
郡
蝦
夷
二
百
四
十
一
人
、
其
虜

三
十
一
人
、
津
軽
郡
蝦
夷
一
百
十
二
人
、
其
虜
四
人
、
胆
振
鉏
蝦

夷
二
十
人
於
一
所
一

、而
大
饗
賜
禄
。即
以
三

船
一
隻
与
五
色
綵
帛
一

、

祭
二

彼
地
神
一

。�

（
斉
明
紀
五
年
三
月
）

　

な
お
付
言
す
る
と
、
20
は
一
書
で
あ
り
、
後
段
と
の
関
わ
り
を
想
定
す

る
う
え
で
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
景
行
紀
に
も
見
え
て

い
た
「
邪
神
」
の
用
例
が
他
に
登
場
す
る
の
は
第
九
段
本
書
で
あ
り
、
こ

れ
も
ま
た
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
に
属
す
る
所
伝
で
あ
る
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系

と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
関
わ
り
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
充
分
許
容
さ
れ

る
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
景
行
紀
の
蝦
夷
征
討
に
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
の
神
話
に
連
な

る
諸
要
素
が
見
出
せ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
必

然
的
に
八
十
万
神
の
首
長
で
あ
る
と
と
も
に
皇
孫
の
守
護
神
た
る
大
物
主

神
の
神
威
に
よ
っ
て
東
征
を
成
功
さ
せ
る
と
い
う
構
想
が
存
し
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
、
そ
う
と
ば
か
り
も
言
い
切
れ
な
い
面
が
日
本
武

尊
の
東
征
に
は
見
出
せ
る
。
そ
れ
は
日
本
武
尊
が
伊
勢
神
宮
に
由
来
す
る

草
薙
剣
を
持
っ
て
東
征
に
出
向
い
て
い
る
点
で
あ
る
（
景
行
紀
四
十
年
十

月
）。
天
照
大
神
と
の
結
び
つ
き
を
う
か
が
わ
せ
る
要
素
で
あ
る
が
、『
日

本
書
紀
』
に
十
一
例
出
て
く
る
草
薙
剣
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
意
外
な

ほ
ど
に
天
照
大
神
と
の
関
わ
り
が
薄
い
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。
唯
一
関
わ
り
が

見
出
せ
る
の
は
、「
故
天
照
大
神
乃
賜
二

天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
、
八
坂
瓊

曲
玉
及
八
咫
鏡
・
草
薙
剣
、
三
種
宝
物
一

」（
神
代
下
・
第
九
段
一
書
第
一
）

と
い
う
ア
マ
テ
ラ
ス
系
に
属
す
る
一
書
の
例
で
あ
る
。
景
行
紀
の
場
合
、

伊
勢
神
宮
と
い
う
媒
介
を
欠
く
と
、
天
照
大
神
と
の
結
び
つ
き
は
失
わ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
か
細
い
結
び
つ
き
は
、
天
照
大
神
の

神
威
を
負
っ
て
東
征
へ
出
向
く
と
い
う
構
想
が
、
充
分
内
面
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

降
臨
を
主
導
す
る
司
令
神
が
高
皇
産
霊
尊
か
ら
天
照
大
神
へ
と
移
り
変

わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
諸
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
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る（
（2
（

。
ま
た
近
年
森
博
達
氏（

（2
（

は
、「
天
照
大
神
」「
皇
祖
」
と
い
う
語
が
β
群

に
偏
在
す
る
こ
と
か
ら
、
皇
祖
と
し
て
の
天
照
大
神
は
文
武
朝
以
降
に
誕

生
し
た
と
具
体
的
な
成
立
時
期
の
推
定
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を

踏
ま
え
る
な
ら
、
日
本
武
尊
の
蝦
夷
征
討
に
見
出
せ
る
諸
要
素
は
、
タ
カ

ミ
ム
ス
ヒ
系
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
系
へ
と
い
う
司
令
神
交
替
の
う
ね
り
が
、

景
行
紀
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
点
、

景
行
天
皇
の
詔
勅
末
尾
で
「
邪
神
」
の
平
定
を
「
巧
レ

言
而
調
二

暴
神
一

」

と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
「
巧
レ

言
」
と
い
う
平

定
方
法
に
は
、『
古
事
記
』
の
「
言
向
」
へ
通
じ
る
響
き
が
感
じ
取
れ
る

か
ら
で
あ
る
。『
古
事
記
』
の
東
征
が
天
照
大
御
神
の
神
威
を
負
っ
て
い

る
こ
と
は
、
須
佐
之
男
命
が
天
照
大
御
神
へ
献
上
し
（
上
巻
・
八
俣
の
大

蛇
退
治
）、
邇
々
芸
命
の
降
臨
と
と
も
に
再
び
地
上
へ
も
た
ら
さ
れ
た
草

那
芸
剣
（
上
巻
・
天
孫
降
臨
）
を
帯
び
て
い
る
点
に
明
ら
か
で
あ
る
。
論

点
が
蝦
夷
か
ら
ず
れ
る
た
め
詳
細
は
別
稿
を
期
し
た
い
が
、「
邪
神
」「
暴

神
」
と
い
う
表
現
の
相
違
は
単
な
る
避
板
法
で
は
な
く
、
神
話
的
背
景
の

変
遷
を
負
っ
た
相
違
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
勢
神
宮
か
ら
御
諸
山
、

さ
ら
に
畿
外
の
五
国
へ
と
い
う
佐
伯
部
の
起
源
譚
と
し
て
の
蝦
夷
の
彷
徨

も
、
か
か
る
視
点
か
ら
理
解
す
べ
き
例
で
あ
ろ
う
。

六
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
『
日
本
書
紀
』
の
蝦
夷
関
連
記
事
に
焦
点
を
あ
て
て

考
察
を
加
え
て
き
た
。『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
蝦
夷
は
何
ら
か
の
目
的

に
資
す
る
よ
う
言
及
さ
れ
た
例
が
多
く
、
特
に
景
行
紀
の
場
合
に
は
、
有

徳
の
天
皇
像
を
描
く
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
景
行
紀
の
蝦
夷
征
討
が
持
つ
特
徴
は
そ
の
よ
う
な
華

夷
思
想
の
具
現
化
に
留
ま
ら
な
い
。
蝦
夷
と
の
対
峙
に
際
し
て
神
威
を
求

め
る
志
向
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
か
ら
ア

マ
テ
ラ
ス
系
へ
と
い
う
司
令
神
の
交
替
と
関
わ
る
形
で
書
き
記
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
益
田
勝
実
氏（

（2
（

に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
神
人
共
闘
へ
の
志

向
は
原
始
性
・
古
代
性
の
お
も
か
げ
を
留
め
て
い
る
と
い
う
。
神
話
世
界

へ
の
憧
憬
と
大
陸
由
来
の
知
識
と
が
縦
糸
と
横
糸
の
ご
と
く
絡
ま
り
合
っ

て
記
事
を
紡
ぎ
出
し
て
い
る
点
に
『
日
本
書
紀
』
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
の

文
目
を
い
か
に
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
か
が
、
我
々
研
究
者
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
撰
録
千
三
百
年
を
機
に
『
日
本
書

紀
』研
究
が
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、本
稿
の
ま
と
め
と
す
る
。
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（
１
）	

武
廣
亮
平
「
八
世
紀
の
『
蝦
夷
』
認
識
と
そ
の
変
遷
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
第
84
集
、
平
12
・
３
）。
武
廣
氏
に
は
「
古
代
国
家
の
エ
ミ
シ
支
配

政
策
」（『
テ
ー
マ
で
学
ぶ
日
本
古
代
史　

政
治
・
外
交
編
』
吉
川
弘
文
館
、
令
２
・

６
）
も
あ
り
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
こ
れ
ら
か
ら
多
く
学
ん
だ
こ
と
を
付
記

し
て
お
く
。

（
２
）	

倉
野
憲
司
「
言
向
」（『
古
典
と
上
代
精
神
』
至
文
堂
、
昭
17
・
３
）。

（
３
）	

拙
稿
「
道
─
『
古
事
記
』
の
東
方
十
二
道
─
」（
吉
田
修
作
編
『
こ
と
ば
の
呪
力

─
古
代
語
か
ら
古
代
文
学
を
読
む
─
』
お
う
ふ
う
、
平
30
・
３
）。

（
４
）	

津
田
左
右
吉
「
東
国
及
び
エ
ミ
シ
に
関
す
る
物
語
」（
初
出
大
13
、『
日
本
古
典
の

研
究
』
岩
波
書
店
、
昭
47
・
６
）。

（
５
）	

坂
本
太
郎
「
日
本
書
紀
と
蝦
夷
」（
初
出
昭
31
、『
古
事
記
と
日
本
書
紀
』
坂
本
太

郎
著
作
集
第
２
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
63
・
12
）。

（
６
）	

井
上
光
貞
監
訳
『
日
本
書
紀　

上
』（
中
央
公
論
社
、
昭
62
・
３
）
所
収
の
校
訂

本
文
お
よ
び
校
異
（
林
勉
氏
校
訂
）
参
照
。

（
７
）	

谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証　

二
』（
小
島
憲
之
解
題
、
臨
川
書
店
、
昭
53
・
11
）。

（
８
）	

河
村
秀
根
・
益
根
『
書
紀
集
解　

二
』（
阿
部
秋
生
解
題
・
小
島
憲
之
補
注
、
臨

川
書
店
、
昭
44
・
９
）。

（
９
）	

坂
本
氏
注
５
同
論
文
。

（
10
）	

熊
谷
公
男
「
阿
倍
比
羅
夫
北
征
記
事
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
髙
橋
富
雄
編
『
東

北
古
代
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
61
・
10
）。
同
論
は
蝦
夷
関
連
記
事
に
対

す
る
史
料
批
判
の
白
眉
で
あ
る
。

（
11
）	

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
③
』
頭
注
に
よ
る
。
東
北
地
方
の

考
古
学
的
成
果
は
、
伊
東
信
雄
『
古
代
東
北
発
掘
』（
学
生
社
、
昭
48
・
10
）
参
照
。

（
12
）	

工
藤
雅
樹
「
毛
人
（
エ
ミ
シ
）・
蝦
夷
（
エ
ミ
シ
）・
蝦
夷
（
エ
ゾ
）」（
初
出
平

12
、『
古
代
蝦
夷
』
吉
川
弘
文
館
、
平
23
・
11
）。

（
13
）	

津
田
氏
注
４
同
論
文
。

（
14
）	

檀
上
寛
『
天
下
と
天
朝
の
中
国
史
』
第
一
章
（
岩
波
新
書
、
平
28
・
９
）。

（
15
）	

松
倉
文
比
古「
景
行
紀
の
構
成
─
熊
襲
・
九
州
親
征
記
事
を
中
心
と
し
て
─
」（『
竜

谷
紀
要
』
28
巻
２
号
、
平
19
・
3
）。

（
16
）	

本
文
16
に
関
す
る
解
釈
は
、
熊
谷
公
男
「
蝦
夷
の
誓
約
」（『
奈
良
古
代
史
論
集
』

第
一
集
、
昭
60
・
５
）、
お
よ
び
同
氏
「
古
代
王
権
と
タ
マ
（
霊
）
─
「
天
皇
霊
」

を
中
心
に
し
て
─
」（『
日
本
史
研
究
』
308
号
、
昭
63
・
4
）
参
照
。

（
17
）	

西
條
勉
「
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
と
皇
祖
神
の
誕
生
」（
初
出
平
６
、『
古
事
記
と
王
家

の
系
譜
学
』
笠
間
書
院
、
平
17
・
11
）。

（
18
）	

青
木
周
平
「
倭
成
す
大
物
主
─
記
紀
の
比
較
を
通
し
て
─
」（
初
出
平
18
、『
青
木

周
平
著
作
集　

上
巻　

古
事
記
の
文
学
的
研
究
』
お
う
ふ
う
、
平
27
・
３
）。

（
19
）	

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
系
は
「
然
彼
地
多
有
二

蛍
火
光
神
及
蠅
声
邪
神
一

。
復
有
二

草
木
咸

能
言
語
一

」（
神
代
下
・
第
九
段
本
書
）」
と
表
現
さ
れ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
系
は
「
是

時
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
立
二

于
天
浮
橋
一

而
臨
睨
之
曰
、
彼
地
未
平
矣
。
不
須
也
頗

傾
凶
目
杵
之
国
歟
」（
神
代
下
・
第
九
段
一
書
第
一
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
彼

地
未
平
矣
」
は
御
巫
本
『
日
本
書
紀
私
記
』
に
「
曽
乃
久
尒
八
左
也
介
利
」）
と

付
訓
さ
れ
て
お
り
、
嘉
禎
本
『
日
本
書
紀
』、
乾
元
本
『
日
本
書
紀
』
に
も
「
未

平
サ
ヤ
ケ
リ

」（
乾
元
本
は
さ
ら
に
左
傍
に
「
左
也
介
利
」）
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
付
訓

に
よ
る
限
り
サ
ヤ
グ
と
い
う
ざ
わ
め
く
様
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
る
。

（
20
）	

中
村
啓
信
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
」（
初
出
昭
43
、『
古
事
記
の
本
性
』
お
う
ふ
う
、
平

12
・
１
）。

（
21
）	

草
薙
剣
の
用
例
の
う
ち
、
素
戔
嗚
尊
が
献
上
し
た
対
象
を
記
し
て
い
る
の
は
「
乃

上
二

献
於
天
神
一

也
」（
神
代
上
・
第
八
段
本
書
）、「
乃
遣
二

五
世
孫
天
之
葺
根

神
一

上
二

奉
於
天
一

」（
神
代
上
・
第
八
段
一
書
第
四
）
と
い
う
二
例
だ
が
、『
古
事
記
』

の
よ
う
に
天
照
大
御
神
に
献
上
し
た
と
明
記
し
て
い
な
い
点
に
留
意
し
た
い
。
ま

た
所
在
を
記
し
た
「
今
在
二

尾
張
国
吾
湯
市
村
一

」（
第
八
段
一
書
第
二
）、「
此
剣

昔
在
二

素
戔
嗚
尊
許
一

。
今
在
二

於
尾
張
国
一

也
」（
神
代
上
・
第
八
段
一
書
第
三
）

と
い
う
二
例
、
そ
し
て
ク
サ
ナ
ギ
の
名
称
の
由
来
を
説
く
「
一
云
、
王
所
レ

佩
剣
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藂
雲
自
抽
之
、
薙
二

攘
王
之
傍
草
。
因
レ

是
得
レ

免
。
故
号
二

其
剣
一

曰
二

草
薙
一

也
」（
景

行
紀
四
十
年
是
歳
）
と
い
う
例
の
い
ず
れ
に
も
天
照
大
神
と
の
関
わ
り
は
見
出
せ

な
い
。

（
22
）	

注
17
、
20
同
論
文
等
参
照
。

（
23
）	

森
博
達
「
皇
祖
神
天
照
大
神
は
い
つ
誕
生
し
た
か
─
『
日
本
書
紀
』
区
分
論
か
ら

史
実
を
探
る
─
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』19
号
、平
26
・
３
）。

（
24
）	

益
田
勝
実
「
殺
戮
─
神
々
と
人
間
の
共
業
」（
初
出
昭
38
、『
日
本
列
島
人
の
思
想
』

青
土
社
、
平
27
・
12
）。

※�

『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
は
小
学
館
新
編
全
集
本
を
用
い
た
。
ま
た
『
漢
書
』『
礼
記

（
十
三
経
注
疏
）』
は
中
華
書
局
本
、『
文
選
』
は
宋
尤
袤
刻
本
を
用
い
て
私
に
返
り

点
を
付
し
た
。
な
お
注
に
掲
げ
た
論
文
を
含
め
、
本
稿
で
引
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
す

べ
て
新
字
体
で
統
一
し
た
。


